
平成27年度事務事業評価表（平成26年度振り返り）

政策名 13

所管課係名

所管課長名

実績値 実績値 実績値

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源

□ □ ■ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

10 2 4 3 1 2

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 人 ） （ 回 ） （ 件 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 9 2 4

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 回 ） （ 件 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 9 1 2

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 回 ） （ 件 ）

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

8,083 4,248 6,878 3 1 2

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 7,875 4,162 6,792

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 7,875 4,157 6,787

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

8 2 8 3 2 3

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 箇 所 ） （ 箇 所 ） （ 箇 所 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 8 2 8

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 箇 所 ） （ 箇 所 ） （ 箇 所 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 9 3 9

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 箇 所 ） （ 箇 所 ） （ 箇 所 ）

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

19 11 10 4 5 4

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 21 9 9

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 20 11 11

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

事務事業
番号

(国）文化財保護法　
633 633 2,854 3,487

      成果指標
（意図したことの結果の
数値指標化）

指標

人件費
（理論値）

②
（千円）

基本事業番号・名 13-03子どもの未来と文化をはぐくむまち

事務事業の概要
(根拠法令等、補助・給付区分、事業形態、近隣市状況)

施策番号・名 生涯学習の推進

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

事務事業名

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

指標 指標

文化財の保護・活用

所管課評価
（事務事業の方向性、項目別評価、

所管課としての総合評価及び方向性）

左記「事業費（実績額）」に係る財源

特定財源 一般財源

事業費、人件費

トータル
コスト
①＋②

（千円）

事業費
（実績額）

①
（千円）

全庁評価会議
（28年度に向けた

方向性等）

外部評価

122 507

自主的 努力義務的

(国）文化財保護法　

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

1,983 1,983 823 2,806

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

努力義務的

小平市

自主的

清瀬市

該当

3,664

意図

手段
・

内容

要綱等

文化財施設が適切に管理され
ることによって、文化財が保
護される。

3,136

東村山市

13-03-03

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

義務的

補助
事業

文化財施設管理事
業

給付
事業

□

達成度

□ 該当

施 設 修 繕
回数

適 切 に 管
理 さ れ て
い る 施 設
数

前年度において

示した方向性
拡大

28年度以降
方向性

評価：集中保管する施設がないため、現在は分散し
て保管しており、集中保管ができる施設の確保を進
める必要がある。また、現在の施設は経年変化に伴
う老朽化が見られ、26年度は下里本邑遺跡館及び本
村小学校民具保存館の修繕工事を行った。

2,903

対象 文化財

文 化 財 施
設数

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

方向性：施設の老朽化に対応する計画的な改修・修
繕等、早急な処置が必要である。

要綱等

①施設管理
②施設機械警備委託
③施設修繕

効率性

3,136 734 3,870

有効性

20

その他（　　　　　　　  ）

拡大

2,903 761

20 535

676 824

文化財保存調査事
業

要綱等

148 20

給付
事業

□ 該当

要綱等

意図
文化財を調査し、後世に伝え
る適切な処置を講じる。

小平市 東村山市 清瀬市

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

132

13-03-01

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

義務的

補助
事業

文化財保護審議会
運営事業

給付
事業

□

前年度において

示した方向性

13-03-02

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

方向性：市文化財保護審議会を始めとする専門機関
との連携も図りながら、市内の文化財や古文書等、
膨大な文化財資料の整理・調査・保護を進めてい
く。

787

28年度以降
方向性

現状維持

達成度

対象 市内にある文化財

文 化 財 の
数

文化財保護審議会委員

西東京市

小平市

112 655

128

現状維持

調 査 さ れ
た 文 化 財
の数

調 査 し 保
護 さ れ た
文 化 財 の
数

手段
・

内容

①文化財保護に伴う調査
②指定に伴う調査
③特別調査

897 1,452

有効性 効率性

評価：文化財調査は保護のための基礎的業務であ
る。文化財は個人所有のものが多く、放置しておけ
ば消滅するものも多い。そのため、継続的・優先的
な調査を行う必要がある。26年度は新たな2件の旧
跡指定に伴い詳細な調査を行ったほか、近代行政文
書の整理を継続して行った。また、市民団体との協
働事業として古文書の解読調査を実施している。

555

前年度において

示した方向性

629

□

122 1,468

方向性：今後も継続して文化財の適切な保護と活用
を図っていく。

有効性 効率性 達成度

その他（　　　　　　　  ）

文 化 財 保
護 審 議 会
委員数

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

手段
・

内容

①文化財の市指定審議
②保護に関する重要事項の審
議・建議要綱等

要綱等

意図
市内文化財の適切な保護と活
用

現状維持
28年度以降

方向性

評価：文化財保護は極めて専門性の高い事業であ
り、学識者の意見を反映させることは不可欠であ
る。文化財保護の基本である指定制度も、条例によ
り審議会への諮問・答申が明文化されている。26年
度は市指定文化財の諮問に伴い、指定候補の現地見
学及び最終審議・答申を行い、2件を新たな文化財
として指定した。

122

(国）文化財保護法、(市)東久留米市文化財保護条例
122

該当

会 議 開 催
数

1,590

現状維持

清瀬市

該当

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

51 51 247 298

西東京市東村山市

① 文 化 財
指 定 審 議
数 ②
重 要 事 項
審 議 ・ 建
議

給付
事業

□ 該当

要綱等

要綱等

1,907 1,907

(国）文化財保護法、(市)東久留米市文化財保護条例

補助
事業

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

対象

13-03-04

埋蔵文化財保存事
業

努力義務的
生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

対象
埋蔵文化財包蔵地(遺跡)と出
土文化財

手段
・

内容

①開発計画との調整
②遺跡の試掘・確認調査
③遺跡の調査指導
④出土文化財の整理・活用
⑤調査報告書の作成・管理

評価：宅地開発等の現状変更に伴う照会の審査を行
い(26年度762件)、該当するものについての文化財
保護法に基づく指導や手続き、公共団体が行う試
掘・確認調査等を実施している。26年度は確認調査
0件、試掘調査0件、立会い調査10件。また、これま
での調査で出土した埋蔵文化財の資料整理も法に規
定されており、26年度は自由学園南遺跡第6次調査
分を行った（調査・資料整理は教育委員会指導のも
とに市埋蔵文化財調査団に委託して行っている）。

補助
事業

自主的 義務的

有効性 効率性 達成度

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

2,958 4,865

方向性：引き続き開発事業者等関係者に対して保護
の趣旨を説明し、理解と協力を求めるとともに、記
録・保存についてもより機能的な方法を検討して進
めていく。

小平市 東村山市 清瀬市

開 発 等 に
よ り 調
査 ・ 保 存
が 必 要 な
埋 蔵 文 化
財 包 蔵 地
(遺跡)数

① 年 間 に
調 査 し た
埋 蔵 文 化
財 包 蔵 地
(遺跡)数
② 出 土 文
化 財 の 資
料 整 理 件
数

保 護 ・ 記
録 さ れ た
埋 蔵 文 化
財 包 蔵 地
数

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

現状維持

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

2,974 2,974 2,921 5,895

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

意図
埋蔵文化財包蔵地(遺跡)及び
出土文化財を後世に残す。

「有効性」とは成果指標の対前年度比に基づき、「効率性」とはトータルコストの対前年度比に基づき一律に判定したものである。また、「達成度」とは「有効性」と「効率性」の判定をクロスさせることにより画一的に判定したものである。 東久留米市



平成27年度事務事業評価表（平成26年度振り返り）

政策名 13

所管課係名

所管課長名

実績値 実績値 実績値

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源

事務事業
番号

      成果指標
（意図したことの結果の
数値指標化）

指標

人件費
（理論値）

②
（千円）

基本事業番号・名 13-03子どもの未来と文化をはぐくむまち

事務事業の概要
(根拠法令等、補助・給付区分、事業形態、近隣市状況)

施策番号・名 生涯学習の推進

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

事務事業名

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

指標 指標

文化財の保護・活用

所管課評価
（事務事業の方向性、項目別評価、

所管課としての総合評価及び方向性）

左記「事業費（実績額）」に係る財源

特定財源 一般財源

事業費、人件費

トータル
コスト
①＋②

（千円）

事業費
（実績額）

①
（千円）

全庁評価会議
（28年度に向けた

方向性等）

外部評価

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

52 2 51 3 1 2

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 50 1 50

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 50 1 50

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

1 1 31 3 5 4

生涯学習課長
市澤　信明

□ ■ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 2 2 30

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ ■ 1 1 28

近隣市
状況

□ □ □ □ ■ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

41 1 41 3 3 3

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 41 1 40

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 41 1 39

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

6 200 6 3 3 3

生涯学習課長
市澤　信明

□ ■ （ 団 体 ） （ 千 円 ） （ 団 体 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 6 200 6

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 団 体 ） （ 千 円 ） （ 団 体 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ ■ 6 200 6

近隣市
状況

□ □ □ □ □ （ 団 体 ） （ 千 円 ） （ 団 体 ）

補助
事業

評価：個人(団体)所有の文化財を維持・伝承する有
効な手段であり、自治体が積極的に支援していく必
要がある。近年は「無形民俗文化財」の道具類の修
繕・補充が多く行わており、情報交換を行って年次
的に修繕する物件を把握するよう有効性を高めてい
る。東久留米市文化財修理費等補助金交付要綱

1,172

評価：郷土芸能の伝承は、各団体の不断の努力に
よって継承されており、市の貴重な財産として支援
していく必要がある。26年度も補助金を支給したほ
か、情報提供を行う等、伝統芸能の保存と伝承の支
援・活用が出来た。

補助
事業

28年度以降
方向性

現状維持

1,106

方向性：これまでの調査に伴う報告書の発刊は26年
度で終了した。今後新たな発掘調査が行われた場合
は報告書作成が必要となる。

200 906

給付
事業

現状維持

達成度

200 200 972

文化財修理補助事
業

2,967

給付
事業

□ 該当

要綱等

補助
事業

郷土芸能保存の支
援事業

581

給付
事業

□ 該当

要綱等

要綱等

2,650 2,650 317

文化財の修理

200

文化財説明板設置
事業

要綱等

83 83 296 379

給付
事業

□

小平市 東村山市 清瀬市

設 置 が 必
要 な 指 定
文化財数

設置数(新
規 ・ 改
修）

こ れ ま で
の設置数

前年度において

示した方向性
現状維持

13-03-05

該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)
評価：見学者の利便性を考慮して、屋外にある指定
文化財について説明板を設置している。26年度は新
指定の旧跡の内1件に説明板設置を行い、経年劣化
した説明板の修繕も行った。手段

・
内容

①新指定文化財の説明板設置
②既存説明板の改修

612 812

有効性 効率性

□

28年度以降
方向性生涯学習課

文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 指定文化財

(市)東久留米市文化財保護条例
200 200

該当

要綱等

意図
文化財の内容を解説し、見学
者の利便性を図る。

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

123 123 297 420

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

方向性：引き続き、新規および経年劣化による全体
的な取替が必要なものに関しても実施していく。

(市)東久留米市文化財保護条例、(市)東久留米市文化財修理費等補助金交付要綱

150 150 171 321

有効性 効率性 達成度

■ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年21年度)

自主的 義務的 努力義務的

対象 文化財

手段
・

内容

13-03-07

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 埋蔵文化財

補助
事業 手段

・
内容

調査報告書の刊行

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

埋蔵文化財調査報
告書刊行事業

要綱等

□

13-03-06

小平市 東村山市 清瀬市

刊 行 が 必
要 な 調 査
件数

刊行数
こ れ ま で
の刊行数

前年度において

示した方向性
現状維持

方向性：今後は有形文化財や国登録文化財(特に建
造物の茅葺屋根）の修繕に対する支援についても検
討する必要がある。

小平市 東村山市 清瀬市

修 理 を 要
す る 文 化
財数

修 理 さ れ
た 文 化 財
数

こ れ ま で
に 修 理 さ
れ た 文 化
財数

前年度において

示した方向性
縮小

28年度以降
方向性

現状維持
生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

938 1,151

(国）文化財保護法　
213 213

評価：発掘調査報告書は文化財保護法によって刊行
が規定されており、調査を実施した場合は必ず作成
しなければならない。26年度は「自由学園南遺跡
Ⅵ」を300部発刊し、公共機関への配布等を除いた
部数を一般販売している。

達成度有効性 効率性

□

該当

要綱等

意図
調査成果を記録として後世に
残し、広く公開する。

該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

指定管理 その他（　補助金　  ）

150 150 165 315

西東京市 その他（　　不明　　  ）

意図 市内文化財の適切な伝承

①郷土芸能団体への補助金交
付
②情報提供等の支援

(市)東久留米市文化財保護条例
(市)東久留米市無形民俗文化財保護費補助金交付要綱

200 200 367 567

有効性 効率性 達成度

■ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度19・21年度)

自主的

13-03-08

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

郷土芸能団体

手段
・

内容東久留米市無形民俗文化財保護費補助金
交付要綱

200 381

要綱等

200

小平市 東村山市 清瀬市

郷 土 芸 能
団体数

補 助 金 交
付額

継 続 し て
い る 郷 土
芸 能 団 体
数宇

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

義務的 努力義務的

対象

現状維持

指定管理 その他（　補助金　　  ）

200 200 330 530

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

意図 郷土芸能団体の活動の継続

方向性：市の行事等の出演依頼も増加しており、活
動も活発であるため、今後は一層の側面支援の充実
が必要である。また、記録映像等、無形民俗文化財
の体系的な整理も行っていく。

「有効性」とは成果指標の対前年度比に基づき、「効率性」とはトータルコストの対前年度比に基づき一律に判定したものである。また、「達成度」とは「有効性」と「効率性」の判定をクロスさせることにより画一的に判定したものである。 東久留米市



平成27年度事務事業評価表（平成26年度振り返り）

政策名 13

所管課係名

所管課長名

実績値 実績値 実績値

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源

事務事業
番号

      成果指標
（意図したことの結果の
数値指標化）

指標

人件費
（理論値）

②
（千円）

基本事業番号・名 13-03子どもの未来と文化をはぐくむまち

事務事業の概要
(根拠法令等、補助・給付区分、事業形態、近隣市状況)

施策番号・名 生涯学習の推進

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

事務事業名

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

指標 指標

文化財の保護・活用

所管課評価
（事務事業の方向性、項目別評価、

所管課としての総合評価及び方向性）

左記「事業費（実績額）」に係る財源

特定財源 一般財源

事業費、人件費

トータル
コスト
①＋②

（千円）

事業費
（実績額）

①
（千円）

全庁評価会議
（28年度に向けた

方向性等）

外部評価

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

116,610 1 34,103 3 1 2

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 115,889 0 32,995

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 114,355 0 32,492

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

116,610 1 150 － 1 －

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 115,889 0 0

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 114,355 0 0

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

116,610 14 682 3 1 2

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 115,889 13 695

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 114,355 10 449

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 回 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

116,610 293 2,252 3 1 2

生涯学習課長
市澤　信明

□ □ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 115,889 292 2,162

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 114,355 277 2,444

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

741

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

評価：平成23年度に東久留米のあゆみ第3巻『東久
留米の近代史ー明治・大正・昭和前期』を刊行し、
今後続巻の準備が課題となっている。26年度は2003
年に発刊した『ふるさとマップ―東久留米の文化
財』の改訂版を2,000部 刊行した。

方向性：今後あゆみシリーズ第4巻の刊行等に向け
た準備のみならず、在庫のない資料集の再発行も新
規刊行と合わせ検討していく必要がある。

その他（　　　　　　　  ）

0 0 741

1,311

有効性 効率性

意図
市内の文化財や歴史を知り、
郷土への関心と理解を深め
る。

（市）東久留米市文化財保護条例
75 75 123 198

有効性 効率性 達成度

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

自主的 義務的 努力義務的

対象 市民

手段
・

内容
①「くるめの文化財」の刊行

評価：「くるめの文化財」を年1回刊行。24・25年
度は調査のみを行ったが、26年度は戦争遺跡を2件
市の旧跡に指定したことに伴い、東久留米の戦争遺
跡についての調査・研究成果を掲載した第28号を刊
行した。21年度から内部での印刷であったが、頁数
も４頁に増やし、従来の正式な印刷を復活した。

文化財講座等普及
事業

要綱等

11 11 1,268 1,279

給付
事業

□

補助
事業

文化財パンフレッ
ト刊行事業

105

給付
事業

□ 該当

要綱等

要綱等

0

給付
事業

□

0 634 6340

1,019

□

該当

要綱等

指定管理

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 市民

補助
事業 手段

・
内容

①東久留米のあゆみシリーズ
の発刊（既刊：第1・2・3
巻、予定4巻）
②資料集の刊行

小平市 東村山市 清瀬市

市民人口
年 度 中 の
刊行数

こ れ ま で
に 活 用 さ
れ た 資 料
集の数

該当

（市）東久留米市文化財保護条例

文化財資料集刊行
事業

要綱等

292

13-03-09

28年度以降
方向性

現状維持

292

達成度

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

前年度において

示した方向性
現状維持

0 105

13-03-11

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 市民

補助
事業 手段

・
内容

①東京文化財ウイーク公開・
企画事業
②郷土史講座
③講師派遣等

2,935

13-03-10

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

□

該当

要綱等

（市）東久留米市文化財保護条例
119 119

方向性：「くるめの文化財」は市のホームページに
も掲載しているが、市民の紙ベースでの資料要望も
高く、企画講座等における有効な資料となるため、
引き続き刊行を行っていく。

小平市 東村山市 清瀬市

市民人口
年 度 中 の
刊行数

頒布数(年
間)

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

現状維持

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

0 103

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

達成度

3,054

有効性 効率性

評価：２６年度は新しい文化財２件の市旧跡指定に
伴い、関連する講座を２回開催したほか、夏休み中
に小学生を対象にした昆虫講座を開催した。講師派
遣については、市民講師の登録を行い講師依頼を行
う方向も探りながら、今年度は８件の派遣を行っ
た。

市民人口
講 座 等 実
施回数

講 座 等 へ
の 参 加 者
数

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

現状維持

意図
市内の文化財や歴史を知り、
郷土への関心と理解を深め
る。

行政補完的(改正実施年度　　年度)

意図
市内の文化財や歴史を知り、
郷土への関心と理解を深め
る。

該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

自主的 義務的 努力義務的

対象

該当

政 策 的(改正実施年度　　年度)

小平市 東村山市 清瀬市

0 103

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

22 22 823 845

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

方向性：今後も引き続き講座等の開催を企画してい
きながら、市民講師等ボランティアの育成も検討し
ていく。また、国登録文化財「村野家住宅」の見学
会は、NPO法人等が主催し教育委員会がその支援に
当たるなど、市民主体の事業として行われており、
今後も継続する必要がある。

13-03-12

郷土資料室運営事
業

要綱等

給付
事業

□

手段
・

内容

小平市 東村山市 清瀬市

該当

要綱等
方向性：今後も講座・特別展等の企画事業を充実
し、さらに広範囲なPRを行うとともに、活用度を高
めていく。

市民

342 342 2,620

郷土資料室の整備及び運営

市民人口 開室日数
施 設 利 用
者

意図
市内の文化財や歴史を知り、
郷土への関心と理解を深め
る。

西東京市

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

補助
事業

その他（　　　　　　　  ）

前年度において

示した方向性

2,962

(市）東久留米市郷土資料室設置要綱
428 428

□

428

評価：１９年８月から展示公開を開始しており、文
化財係の業務も同室で行っている。２６年度は新指
定文化財に関連する企画展示及び、夏休み期間中に
は郷土資料室で所蔵するの昆虫標本の展示「多摩の
昆虫展」を行い、展示の見学者は増加している。ま
た、他の博物館企画展に収蔵品の貸出しを行い、PR
の拡大を図っている。

現状維持
28年度以降

方向性
現状維持

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

3,343 3,771

有効性 効率性 達成度

428 2,551 2,979

「有効性」とは成果指標の対前年度比に基づき、「効率性」とはトータルコストの対前年度比に基づき一律に判定したものである。また、「達成度」とは「有効性」と「効率性」の判定をクロスさせることにより画一的に判定したものである。 東久留米市



平成27年度事務事業評価表（平成26年度振り返り）

政策名 13

所管課係名

所管課長名

実績値 実績値 実績値

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源

事務事業
番号

      成果指標
（意図したことの結果の
数値指標化）

指標

人件費
（理論値）

②
（千円）

基本事業番号・名 13-03子どもの未来と文化をはぐくむまち

事務事業の概要
(根拠法令等、補助・給付区分、事業形態、近隣市状況)

施策番号・名 生涯学習の推進

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

事務事業名

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

指標 指標

文化財の保護・活用

所管課評価
（事務事業の方向性、項目別評価、

所管課としての総合評価及び方向性）

左記「事業費（実績額）」に係る財源

特定財源 一般財源

事業費、人件費

トータル
コスト
①＋②

（千円）

事業費
（実績額）

①
（千円）

全庁評価会議
（28年度に向けた

方向性等）

外部評価

■ □ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

4 4 4 3 3 3

生涯学習課長
市澤　信明

■ □ （ 団 体 ） （ 団 体 ） （ 団 体 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 4 4 4

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 団 体 ） （ 団 体 ） （ 団 体 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ ■ 4 4 4

近隣市
状況

□ □ □ □ □ （ 団 体 ） （ 団 体 ） （ 団 体 ）

13-03-13

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象

給付
事業

小平市 東村山市 清瀬市

補助
事業

文化財保護団体支
援事業

該当

要綱等

意図 文化財保護団体の育成

方向性：文化財や歴史に関する市民の関心はより高
まっており、多角的な受け皿と協働事業が推進でき
る団体の育成が必要とされる。今後は、補助金のみ
ならず様々な角度からの支援を行っていくことが要
請される。

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

現状維持

指定管理 その他（　協働研究事業 ）

30

30 131 161

有効性 効率性 達成度

東久留米市生涯学習活動費補助金交付要綱

市内文化財保護団体

団体数
活 動 団 体
数

活 動 団 体
数

■ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

手段
・

内容

①活動費補助金の交付
②研修会等の支援
③協働事業(研究)の推進

評価：市郷土研究会が主要な団体であったが、近年
は古文書、郷土芸能、里唄など個別の団体が活動し
ており、それらの団体への支援が課題となってい
る。２６年度も資料・情報提供などの支援を行っ
た。

要綱等

30 30 127 157

□

30 104 134

西東京市 その他（　　　　　　　  ）

(市）東久留米市生涯学習活動費補助金交付要綱
30

「有効性」とは成果指標の対前年度比に基づき、「効率性」とはトータルコストの対前年度比に基づき一律に判定したものである。また、「達成度」とは「有効性」と「効率性」の判定をクロスさせることにより画一的に判定したものである。 東久留米市


